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 質問者  髙 野   博  

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 福島第一原発事故の悲惨な経験をした私たち

は、住民の安全を守る自治体の役割の重要さを認

識させられました。改めて、女川原発の応力腐食

割れ問題と避難訓練をめぐって、町長の見解を伺

います。 

(１) シュラウドや再循環配管の応力腐食割れの問

題は解決したという認識ですか。 

(２) 11月14日と23日の避難訓練の概要と今回取り

組んでみての町としての反省は。 

(質問の相手：町長・担当課長） 

 

来年度から始まる国保の県単位化は、新聞報道 

によれば、本町の場合 21％も国保税が上がるかも

しれないとされ、一方国は制度発足を優先し、一般

会計からの繰り入れも当面やむなしの意向とも報道

されています。 

(１) 国保の県単位化の現状を説明されたい。 

(２) 制度改正も十分理解されないまま、国保税の

値上げは絶対に避けるべきと考えます。 

(３) 町独自の負担軽減策を検討すべきです。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

１ 女川原発の応力腐食

割れ問題と避難訓練の

検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本町にとって、国保

の県単位化の影響は 
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 質問者  髙 野   博  

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 本町に住みたい、本町で仕事をしてみたいという

人たちに対し、温かく迎える体制を一刻も早く実現

すべきです。 

(１) はじめに、本町に移住している人たちの現状

を報告してください。 

(２) 住宅確保については、条例の改正が用意され

ているようですが、移住者のための仕事の確保

や生活の相談体制などの窓口は。 

(３) 本町に移住してほしいという積極的なＰＲの

検討を。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

３ 移住者支援の体制強

化を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


